20151213
間違っていました（使徒3:7-9）
　
　毎週、皆さんにメッセージの前にメッセージのまとめを先に読んでからメッセージを聞いてほしいということで、メッセージカードを作って用意し配っています。そこには｢なるほど｣と書いてあります。「なるほど」というのは、神のみことばに基づいてメッセージを語ったときに神様から教えられることです。神様がこれを教えられているのだなということが分かったということでしょう。それが「なるほど」です。今までよく知らないでいた、けれども神様が教えていらっしゃると。
　それから、「なるほど」の中には、何かの問題、疑問、いろいろなテーマなどに対して、神様からその答えが与えられるということです。それが答えになったので「なるほど」とうなずくわけです。そして、そのことの裏を見てみると、こういうことにもなります。「なるほど」というのは、「そうならば、私は今まで間違って分かっていたのだね」という気づきのようなものにもなるでしょう。それがなるほどです。これからもメッセージを聞くときには、そのような感覚をもって「なるほど」になるためにそれを祈りつつメッセージを聞いていただければ幸いなのかなと思います。神様の言葉を聞いてみると、それが自分にとって「なるほど」になったことによって、「そうならば、今まで私は間違っていたのではないか」と正直に心から認めて告白することによって、皆さんの内側には、皆さんも知らないうちにものすごいいやしの働きがなされるということを覚えていてください。ただの病気が治ったということは、正しい意味でのいやしとは言えません。神様のみことばの前に立って、そのみことばが「なるほど」になって、その結果、「自分は今まで間違っていたのか」という方にまで持って行かないといけません。それでそれを素直に認め告白することによって、内側に刻印されているものが取りはがされるようになります。それをいやしと言います。そして、そのようにいやされることによって、新たに決断をするようになります。それが本当であれば、これからはその間違いを繰り返さないように、これからはその間違いを捨てるという決断になるでしょう。神のみことば、教えられたその通りにつかむという決断の方に進んで行くようになり、それによって皆さんの能力と関係なく、神様の力が現れるようになります。ぜひ祝福の体験の主人公になっていただければなと思います。
　今日、お読みしました聖書の箇所は、パウロが告白した内容です。今まで自分でよいと徳であると思っていたすべてを損と思う。というのは、パウロには自慢できるようなこと、誇りに思うようなことがたくさんありました。それが誇りだと思い、正しいと思い、自慢だと思っていたのですが、神のみことば、キリストの前に立ってみると、それは間違いだったのだなという告白です。そういう意味で、何が本当に価値あるものなのかも知らずに、それに比べて価値のないものを価値あるものだと思って追い求めてしがみついてきました。「そうやって今までやってきて馬鹿らしいな。自分は間違っていたのだな」という告白です。だから、そういったものは全部捨てるという決断です。パウロに神様の力がどれほど、どのように現れていたのか、皆さん、ご存知ではないでしょうか。特に、今日はその神様のみことばの前に私たちが立って、みことばに照らされるということより大切なことはありません。この間も申し上げましたように、イエス様がぶどうの木で、皆さんが枝のようないのちの関係なので、正しいみことばさえ皆さんの中に入ってとどまることがあれば、奇跡を見るようになります。それを見ることができるすべての状態がもうすでに整っている存在です。イエス様の血潮によって。ただみことばがとどまらないだけです。なぜとどまらないのか。間違っているものを正しいと思い込んで、ずっと握っているからです。それによって人生が進められ、引っ張られているのではないでしょうか。それに向かって、目指して人生を歩いているのではないでしょうか。その問題しかありません。条件が悪いから、環境がだめだから、頭が悪いからというのはすべてでたらめです。皆さんが、イエス・キリストを信じるクリスチャンであれば、それはもうすでに実を結ぶことができる、神の奇跡が現れる状態が整ったということです。みことばが入らないのです。みことばが照らされないのです。みことばはみことば、自分は自分なのです。そこさえクリアできれば信仰生活というのは難しいことではありません。ややこしいことでも負担でもありません。全部できています。そのためにイエス様が十字架で血を流されました。神のみことばさえ入ってとどまる、つまり、しっかりと照らされれば、だから、クリスチャンはみことばの前に立つということが信仰であり、すべてです。日曜日にここにきて、礼拝をささげ、メッセージを聞いていらっしゃるのではないでしょうか。しかし、聞いて、ときにはノートまでするのですが、みことばの前に立って照らされようとしていないのです。みことばは光です。だから、しっかりと聞いて「なるほど」にならないといけないし、「なるほど」になった場合には、裏を返しますと「私、間違っていたのだね」にならないといけません。神様を知らずに自分なりに一生懸命頑張ってここまで生きてきました。それは全部間違いだらけなのです。それをみことばが照らしているのに、みことばの前に立つたびに「なるほど、私は間違っていたのだね」とずっとなれば、今は聖人みたいになっていると思います。メッセージはいっぱい聞くけれども、「自分は間違っていたのだね」は、この神のみことばを除いて、「私は間違っている」というような罪責感を持つレベルの話ではありません。それは逆に律法でしょう。神様のみことばの前に立って、みことばに照らされて、そのみことばが真理ですので、それゆえに「自分は間違っていたのだね」となると、そこにいやしがあり決断があり奇跡があるということを覚えてください。
　今日は特にその中でも３つくらい、私たちがどこにどのように間違っていたのかということを考えていきたいと思います。神様のみことばの前に立って、そのみことばが「なるほど」とうなずくようになったときに、一番最初、悟るのが何かというと、気づくのが何かというと、「自分は間違っていたのだね。問題が何かに対して。問題の理解の部分に対して」。このように「なるほど」となります。今まで様々な問題が人それぞれあります。ある人は家系の問題があり、いろいろな事情があります。崩壊してしまったり、家庭内暴力がある場合もあるし、他人の家庭の中にどういう問題が起きているのか全く知らないでしょうが、いろいろな問題がある中を通って来たかもしれません。ある人は健康の問題でものすごく苦しい思いをして、申し訳ないなという気持ちになる場合もあるし、絶望的な状況に追い込まれる場合もあります。周りに迷惑ばかりかけたりするようなこともあったでしょう。そして、精神的な問題はもっとややこしいのです。精神が休めません。心が休まる日がありません。一分一秒たりとも精神的な問題を抱えて悩むこともあったでしょう。また、ある人は貧乏や貧しさの問題、その原因となる自分の無能さなどの問題を抱えて、その中で悩みつつ人生を歩いてきたかもしれません。その他にも数えきれないほどの問題があるのではないでしょうか。神のみことばの前に立ったそのときに、みことばに照らされてうなずいて「なるほど」になった場合には、「間違っていたのだね。私はその問題の表ばかりを見ていて、問題のうわべだけが問題だと勘違いしていたのだね」と間違いを認めるようになります。なぜでしょうか。神様のみことばは、それが問題だと言いません。その問題には、あなたの目には見えない、裏にはものすごく根深い背景と言うものがあるのです。その問題は、あなたがどんなに悩んで暴れていても絶対解決にならない問題が根深いところにあるというのが神のみことばです。だから、あなたが悩んでいまだに捕らわれているかもしれませんが、その問題は解決できないが神様のみことばです。そのようなみことばをその通りに聞いて、「なるほど」になったことがあるのでしょうか。それならばなぜ過去の問題に捕らわれて、いまだに問題の経血のために悩んだり、問題が解決できる、できないという思いでいるのでしょうか。それはみことばによってまだ「なるほど」になっていないのです。神様のみことばの前に立ったとき、そのような動き、暴れ自体が間違っていたのです。すべての人は罪を犯して、あなたは生まれたときから神の御怒りを受けるべき子らとして生まれ、そして、その前にあなたの家系や民族や歴史に染み込んで流れていた問題が今、あなたに現れているだけです。表ばかり見ているのは間違いです。だから、いつも問題が離れることがありません。しかし、それは間違いだったのです。本当に問題が分かっていたら、すべてを全部下してキリストを握るようになります。その問題が私にとって、キリストだけを握ってキリストを見上げるように神様から許されている材料です。それなのに、そのように自分は間違っていたとはあまりなりません。今日は、私は間違っていたというのがメッセージのテーマです。今週、１週間ずっと神のみことばの前に立って「私、間違っていたのだね」という１週間になることを祈りたいと思います。

結局、問題を表ばかり問題だと思っていたので、その結果、そういう間違いを犯してしまうのかというと、恨みの対象、言い訳の対象、もっと違う言葉で言うと、敵そのものに対して間違って誤解するようになります。今もそういうことなので、いつも人が恨みの対象であり、人が敵なのです。あるいは、社会にある様々なシステムというものがありますが、その影響は無視できません。でも、それが恨みの対象であり、また憎しみの対象であり、言い訳の項目なのです。だから、テロを起こすしかありません。ときには、知識もあまりないのに、「しょうがない。運命じゃないの」と運命のせいにしてしまう方向に行くしかありません。そういったことに対して、神様のみことばの前に立って、「ああ。間違っていたのだね」となるのがいやしです。確かに私をいじめた者がいるかもしれません。学校のシステムがおかしくて、それに私がいろいろな不便を感じるようになったかもしれません。だからといってそこにターゲットを絞って敵視してしまうというのは間違いだったのです。問題が何かわかっていなかったので、そちらの方に行ったでしょう。最終的には、そういうことによって問題が何か間違ってしまったことがどこまで引きずられていくのかというと、誰が被害者なのかに対して間違ってしまうようになります。自分が被害者だと思うのです。被害意識に固まるようになり、それが進んでいくと被害妄想に発展して、もう取り返しのつかない方向に行ってしまうのです。そうすると、人を避けて隠れてしまうのか、あるいは、周りがすべて敵なので、加害者なので、それに復讐をしないといけないのです。そういう犯罪がほぼ日常的に起きているのではないでしょうか。みな言い分があります。しかし、それは神のみことばを聞いたことがないのです。神様のみことばを聞きますと、問題を正しく見るようになります。それで誰かが加害者で自分は被害者だという図式が全部壊れ、「なるほど。何が問題なのか本当に分かったら、すべてが被害者なのだね。加害者は悪魔、サタンではないのか」というようになります。だから、被害意識、被害妄想などから自由になります。ここが神様のみことばの前に立つという意味です。

そして、もう一つ、問題を間違ってしまうので、それがどこまで行くのかというと、何が幸せなのか、何が不幸なのかについて、自分は全部間違っていたというところに行きます。何が問題なのかに対して間違って理解してしまうと、幸せに対しても理解がまったく違う方向に行ってしまいます。それで神様のみことばの前に立ったときに、「私は幸せ、不幸について間違っていたのだね」と気づいていただきたいと思います。今までは良い条件に恵まれると幸せだと、幸せの基準をそういうところに持っていました。環境に恵まれていれば、環境が良いものであれば幸せになるだろうと、状況が自分に有利な状況であれば幸せになるだろう。ときには人よりたくさん所有して、自分のやりたいことを自分の願いがかなえられると幸せだと今まで考えて生きてきたのですが間違いだったのだね」と神のみことばの前に立ってみると、人間は神のかたちに造られたものなのです。だから、人間の幸せはそういうところにあるものではなく、神様がともにおられることが幸せであり、インマヌエルが幸せなのです。だから、今まで間違っていたのです。でも、メッセージをたくさん聞きながらも、その間違いを気づかないし、間違いを認めようとしないし、認めた場合には決断が必要です。そのような考え方は全部捨てよう。パウロは全部ちりあくたと言っています。結局、何が幸せなのか、その基準が間違っていたので、どうすれば幸せになるのか、その方法、幸せの道、それも全部間違っていました。ですから、条件、所有、状況などを有利に持って行くために、それを手に入れるために一生懸命になるのが幸せの方法だと思って、その目標に向かってものすごく努力することが幸せを手に入れる方法だと思っていて、あれもそれもできない場合は、目的がはっきりしているので、手段を選ばない盲目的な走りというものがあります。それらが幸せの方法だと思っているので、勉強しているでしょう。だから、子どもに一生懸命、教育をさせようとしているのではないでしょうか。何のためでしょうか。幸せがそういうものだと思っているからです。それを手に入れるためには、それをやるしかないと思っているからでしょう。神のみことばの前に立ったときには、「なるほど、私は間違っていたのだね」となり、パウロのように今まで人生の誇り、自慢は間違っていたのだね。逆に、落胆したり、がっかりすることも全部間違っていたのだねとなるわけです。人よりもう少し優れているものが誇り、自慢になっていました。また、他人よりもっとたくさん持っていれば、所有していることが誇りであり自慢であったのです。また、他の人より立派であることが、誇りであり自慢であり、そうなるために頑張っていました。逆に、そうでないから落胆していたのではないでしょうか。「それらは間違っていたのだね」と、みことばの前に立って吟味して、このようにうなずいて告白するようなところにいかないと行けません。神様の恵みでしょうが。特に、申し訳ありませんが、韓国の人は感情的なので感情にとどまります。それも気を付けないといけないし、日本人の場合は、ほぼ本能的に本音、建て前がしっかり分けられているので、建て前の方で神のみことばを全部聞きます。だから、「なるほど」になって「私は間違っていたのだね」と本心から告白することがほぼ見られません。今までのもの中で良いものがたくさんあるかのように、日本にも良いものはいっぱいありますと。もちろんあります。でも、神のみことばの前に立って、何が問題なのか見えてきて、キリストがどういう方なのか分かったときには、それがちりあくたのように告白できるようにならないといけません。逆に、良いものが良いものとしての役割ではなくて、本当に良いものキリストを邪魔する役割を今までやってきたということに気づかなければいけません。それなのに、そういうことを誇りに思っていたのです。私たちは他の途上国の人々を見ると、ずっと優れていていい。それが誇りだと。一般の人はそういうものを知らないから。でも、何が本当の問題なのか分かっていて、何が本当の幸せなのか分かっていれば、そのようなことで誇りに思うということはできないでしょう。逆に、今まで誇りに思っていたすべてをちりあくただと言い、誇りに思うこと、幸せはキリストなのだという告白になります。キリストが幸せなのです。このために私の弱さがこれから誇りになるのです。この弱さのゆえにキリストが全きものになるのだから、そのキリストが幸せであり、キリストが誇りなのです。これが神のみことばです。なぜなら、人の問題が本当に何か分かれば、そう言わざるをえません。それで「私は間違っていたのだね」となります。
それから、信者の場合に特に、いろいろな苦難があり、困難があり、地上にいる場合にいろいろあります。初代教会の人々は迫害にも遭いました。そのときに厳しいことがやって来て、苦難や困難がやって来たときには、いつも単に苦難を苦難だと思っていました。それは間違いだったのです。苦難を苦難だと単純にありのまま見てしまうと、まずこころが崩れていくようになります。苦難と困難の前で、心の中に思い煩いが絶えないし、不平不満の気持ちになってしまいます。イスラエルの民の４０年間荒野を歩いているときの特徴が何かというと、それが難しく厳しいからとにかく悪い、あってはいけないと単に苦難を苦難だと思っていたので、いつも心配し、つぶやき不満ばかりだったのです。心がまず壊れていくのです。心の安定性を全部失うようになります。苦難を苦難として見てしまうと。主の前に立つその日まで、私たちにはいろいろあります。何もなければいいのでしょうが、ただそれをどのように見るのかということです。神のみことばの前に立って、そこが正しく変えられるようになることを祈りたいと思います。心が崩れていきますと、その人の生き方が崩れていくようになります。その苦難をどうにかしようとして、そこから脱出するために暴れるようになります。形がどういう形に現れるか別にして、基本、暴れるようになります。暴れても，暴れても答えがないので、あちこち探し求めて首を突っ込むようになります。それをさまようと言います。なぜなら、苦難をただ肉眼で見て、ありのまま苦難だと思うとそれは間違いです。でも、今まですっとその間違いを犯してきました。それでさまよっていても答えがないので、最終的には絶望の中であきらめてしまいます。生き方も崩れ、心も全部崩れます。でも、神のみことばには、信者にある苦難というものは苦難ではなく、神様の聖なる契約をなしていくためのプロセスなのだとおっしゃっています。それを聞きながら「自分は今まで間違っていたのだね」となりましょう。
どのように神様が、神の民を、信者を契約を成していくためのプロセスとして扱っておられるのでしょうか。まずはひとりひとり個人が自分も知らない内に刻印されて間違っているものがいっぱいあるのです。それを取り出していやすために苦難というものが許されていて、その結果、これから神様が絶えられる祝福をしっかり受け取ることができる、信仰の器を整えて大きくするために苦難があるのです。最終的には、苦難かそうでないかによって左右されないで、神の契約、世界福音化、福音宣教という契約は絶対的なものだ。何がどう変わろうが揺れることもないし、変わることもないし、だから、私はその絶対的なものを握って、それとともに歩みますという神の契約、福音宣教と世界福音化が絶対的な者として植えつけられる、その告白を導き出すために苦難というものが許されているのです。苦難の中でがっかりするためにあるのではなく、逆に、苦難がやって来て契約は変わらないのではないのか。だから、その変わらない契約がより丈夫に、より固まるようになるし、釘づけられるようになる。その効果を持っているものが苦難です。それなのに間違って、何でこう言うことがあるのか。なぜ私だけに。なぜ私の子どもだけに。どうしようかとあちこち首を突っ込んで、えいえんにかわらない苦難があるにもかかわらず、必ず成就される契約をもう一度そこで見なさいとおっしゃっているのに、一度も見ないのです。そうすると40年間、時間が無駄に流れるだけです。ハレルヤ、タラッパンとしながらも無駄に流れるのです。自分は今まで間違っていたのだね。暴れるために「主よ」とお祈りしていたのも間違っていたのだねと認めざるをえないでしょう。それが神のみことばの前に立つということです。皆さん、これから他のことはやる必要ありません。神のみことばの前に立つことです。みことばが本音の方にしっかり刺さって、光として照らされるようになる、それがいつも祈りの課題であり、メッセージを聞くときの姿勢です。それを体験しなければなりません。それで心から「なるほど」に、聞くたびに「なるほど」にならないといけません。「なるほど」になれば、必ず考えてください。その「なるほど」の裏側を見ると、今まで自分は違うことを考えていたでしょう、自分は間違っていたのだね。人は一生懸命努力すれば幸せが手に入ると思っていたこと自体がもう聖書の話をまったく知らないことでしょう。キリストが何かも知らない。苦難は苦難ではありません。
それから、個人的にそのように整えられるだけではなく、苦難そのものをもって契約を成就させるのが神の主権です。代表的なケースが、イエス様がサタンにやられて十字架の苦難に預かるようになりました。でも、それ自体が契約を成就させる方法なのです。ここまではまだレベルが難しいかもしれませんが、今私がものすごく苦しい、この苦しいことがなければ契約が成就されないからです。イスカリオテのユダがイエス様を売らなければ契約は成就されません。その人は、悪魔にだまされたのでしょうが、その苦難自体はいつもアレルギー反応を示すようなことではなくて、「なるほど」です。初代教会の人々にものすごい迫害があって、家も職場も全部失い散らばってしまいました。そういう苦難を通して成就して行くわけです。いいことばかりで成就するわけではありません。その代表的な聖書が黙示録です。終末の時代は、角のあるもの、変な蛇みたいなものが現れて全世界を惑わすようになるそのときに、キリストを告白しているものはものすごい迫害に遭うようになる。なんでだろう。間違いではないのかと思うくらいです。しかし、それが世界福音化を成就させる方法なのです。だから、揺れずにあなたがたはすでに勝っているので最後までしっかり全うしなさいという話です。だから、苦難そのものが契約を成就する方法です。それによって契約を全うしていく信徒ひとりひとりを整えるということもあるし、苦難そのものが方法なのです。だから、苦難というのは、単に悪い、単に大変だ。なぜだと見ていたのは間違いだったのです。今日はこの3つ、私は間違っていたのだね。問題が何かに対して。私は間違っていたのだね。幸せが何かに対して。私は間違っていたのだね。苦難が何なのか。みことばの前に立って。
今週1週間もこのメッセージを握って、まず皆さんの過去の自分の問題を振り返って、それに対して自分はどのように思っているのか、もう一度神のみことばに基づいて改めて整理してください。それから、今現在、自分は幸せなのかと問いかけてみてください。幸せではないと感じる人は、なぜ幸せではないと思っているのかを点検してください。だから、どんな状況であろうが、今現在、自分は幸せなのかと吟味して問いかけたときに、心の底からいろいろありますが自分は幸せだと告白するようにならないといけません。でも、実際はそうではないのは間違っているからです。幸せについて。それがサタンが作り上げた世の流れというものなのです。別に皆さんは金持ちになってはいけないという意味ではありません。なってください。でも、それが幸せではないのです。人間が何かわかって、何が問題なのか分かっていれば。だから、勉強する学生さんも、その幸せを手に入れるために一生懸命頑張ることであれば、もう考え方を改めてください。それから、何かの苦難や苦しみを抱えている場合、その前で自分は永遠に変わらない絶対的な契約というものを握っているかどうか問いかけつつ、契約を告白する機会にしてください。それが皆さんがメッセージを握って神様の前で答えられる内容であると思います。今日も礼拝が終わった後、短くフォーラムの時を持ちますが、今日は「なぜパウロはこんなにすごいものをちりあくたと言ったのか」それぞれ意見を交わしてみていただきたいと思います。それから、来年からになるかもしれませんが、皆さんがメッセージのカードをもって定刻の祈りの時に、それに基づいて祈っていただきたいと思います。そのまま祈ればいいのです。でもそれでも難しい場合があるので、祈りまでも準備してあげるかもしれません。「父なる神様。自分の中で問題の表ばかり見ているところを直して、深い根を見るクリスチャンになるようにしてください。幸せの基準が、条件によると思っていたそこを片づけて、キリストが幸せであるクリスチャンとして生きていくようにしてください。苦難を通して崩れるのではなく、契約がより丈夫に固くなる機会にしてください。今日の一日もみことばが確認できる一日にしてください」と祈ればいいのではないでしょうか。私がそう祈るだけであって、皆さんはこのメッセージを握って、皆さんなりに自分に合う祈りをそこからピックアップすればよいと思います。何でもないかのように思うでしょうが、それを積み重ねていくうちに、皆さんの刻印が変えられます。先ほども申し上げましたように、すべてできるようになっているので刻印さえ取り変えられれば神の奇跡が必ず現れます。その方法が、みことば繰り返し、繰り返し、皆さんの中に入って、本音の部分にそれが定着し、今までは言っていた刻印を捨てるというときです。誰のせいだと何かを恨んでいたりということは全部間違いです。でも、中々、そのようにみことばの前に立って変わろうとしません。ぜひ今週1週間は、自分勝手にやってはいけません。神のみことばの前に立って、「ああ、私は間違っていたのだね」がたくさん見つかる1週間であることを祈りたいと思います。
 (祈り)

　恵み深い天の父なる神様。イエス・キリストが十字架で血を流されすべてを完了したとおっしゃり、またよみがえられて聖霊を通して私たちひとりひとりの中に永遠にともにおられるこの祝福を感謝します。だからこそ、すべての準備が整っているので、間違って刻印されているものが邪魔しているので、神のみことば以外にはそれを取り替える力がないので、みことばの前にそういう思いをもって立つことができ、「なるほど、自分は間違っていました。だから、捨てます」と、この繰り返しがずっとあるようにひとりひとりを祝福してください。それで神の奇跡を見るひとりひとりになるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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